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発行 １９．４．１６ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

 

 本日、新幹線統括本部から「施設関係事務業務体制の見直しについて」の提案を受けま

した。これは、大宮地本管内の設備職場の事務業務を、大宮支社設備部に集約する施策に

関連した内容です。新幹線統括本部の機関としては、大宮新幹線保線技術センターと宇都

宮新幹線保線技術センターが該当します。 

 ４月１日に新たに新幹線統括本部が設置されたことや退職などの背景があったにせよ、

提案スケジュールや現在職場にあらわれている事象についての問題点を主張し、今後にお

いてはスケジュール感を意識していくことや、労使合意に向けた議論時間の必要性につい

ての認識は変わらないことを確認しました。 

提案の目的 

・専門性の高い業務もある中で、効率的で生産性の高い業務体制を再構築する。 

実施箇所 

・大宮新幹線保線技術センター   ・宇都宮新幹線保線技術センター 

実施内容 

・事務業務体制を見直し、大宮支社設備部企画課「設備総務センター」に全て集約する。 

要員関係 

・要員は支社設備部に集約するが、職 

場で残る業務の整理や繋ぎ等の対応も 

発生すると考えている。他の部署で勤 

務する場合もある。配置に関しては、 

大宮支社で最終的には整理していくこ 

とになる。 

・「設備総務センター」は大宮支社の所属となる。 

・大宮新幹線保線技術センターの事務の現在員については承知している。助役の厳しい

要員状況であった。しっかり職場の状況を把握していく。 

長 助役 事務 施設 計

大宮新幹線保線技術センター 現在 1 8 3 38 50

改正 1 7 0 38 46

増減 0 -1 -3 0 -4

宇都宮新幹線保線技術センター 現在 1 5 2 32 40

改正 1 4 0 32 37

増減 0 -1 -2 0 -3


